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概要：2016年3月に改正されたJIS B 0401-1,-2：2016 

製品の幾何特性仕様（GPS）−長さに関わるサイズ公差

のISOコード方式−は，第１部：サイズ公差，サイズ差

及びはめあいの基礎．第２部：穴及び軸の許容差並び

に基本サイズ公差クラスの表で構成されている． 

筆者らへの近々の問い合わせは，JIS B 0401：2016

は，極めて理解不能な日本語が多数を占める，技術用

語の根拠薄弱な変更が成されているとの指摘と，それ

らに対する私見を聞きたいなどの内容が多数である． 

本報は，サイズ公差における用語などの問題点，特

にサイズ公差か寸法公差かについての私見を纏めたも

のである． 
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1. はじめに 

JIS B 0401-1,-2：2016 製品の幾何特性仕様（GPS）

－長さに関わるサイズ公差のISOコード方式－の技術的

内容は，旧規格（寸法公差及びはめあいの方式．第１部：

公差，寸法差及びはめあいの基礎，第２部：穴及び軸の

公差等級並びに寸法許容差の表）と比較して同じである

が，文章が難解である上多くの用語が変更になった． 

寸法公差やはめあいの規格は，わが国産業界に長年に

亘って定着し，問題なく運用されてきた．しかし，改正

規格における用語は，内容があいまいで理解し難く，ま

た，勘違いしたものも多々あることが明らかになった． 

本報は，サイズ公差における用語などの問題点，特

にサイズ公差か寸法公差かについての考察と規格改正

に関わる「抗空気罪」の私見を纏めたものである． 

 

2. サイズと寸法の意味あい 

2.1. サイズ 

改正規格では，サイズを部品あるいは部品を構成す 

る「プリミティブな形体（三次元）」の大きさとして 

いる．大きさは寸法の集合によって表現されるので， 

サイズ公差の概念は存在しないことになる． 

2.2. サイズ形体 

寸法数値が記入されたプリミティブな形体をいう． 

2.3. サイズと sizeの違い サイズの意味合い 

 日常的に使われるサイズは，サイズ，号，版など， 

モノの共通化された幾つかの寸法の集合による大きさ 

をイメージする．集合の一つの要素，例えば,靴の長さ 

を靴のサイズといっても，情報は十分ではないが，日

常会話では意図は通じる．同様に，サイズ寸法やサイ

ズ形体は，多くの場合，寸法や形体といっても十分通

じる． 

2.4. 寸法 

基準となる長さ．空間の二点を結ぶ線分の長さ．対象

によって，長さ寸法，大きさ寸法，角度寸法，位置寸法

などともいうが，寸法だけでも間違いは生じない．JIS

によると，寸法とは決められた方向での対象部分の長さ，

距離，位置，角度，大きさを表す量と定義される．また，

寸法公差のうち，長さ寸法公差は，形体の実寸法（二点

測定による）だけを規制し，その形状偏差は規制しない．

角度寸法公差は，線または表面を構成している線分の一

般的な姿勢だけを規制し，それらの形状偏差を規制する

ものではないと定義されている．さらに集合論では，サ

イズ∋寸法であり，サイズの要素が寸法である．寸法を

サイズとしてはいけないことになる．  

2.5. サイズと寸法の例 

例１ 円筒軸の大きさ（直径φ18,長さL:60） 

  直径・長さのセットがサイズまたは大きさ． 

  φ18,L:60はサイズではなく寸法． 

例２ 黒ねじ込みフランジ 10Ｋ 

呼び径（B）：3/4 ,寸法t14 ,寸法100．厚さ，直

径は寸法で表示．呼び方もサイズとはいわない． 

例３ ダンボール箱のサイズ 

  幅(W)・奥行き(D)・高さ(H)をサイズまたは大きさ． 

   400×600×400はサイズではなく寸法． 

 

3. 用語などの問題点 

3.1. 用語は明確に 

改正規格の適用範囲のb) 相対する平行二平面は適 

切ではない．工学の分野では，相対するは対向するに

なるので，例えば，直方体（キー溝などの対向する平

行二平面）などのサイズ形体といわれる． 



3.2. 表現を適切に 

 改正規格の3.2.8.4注記1の公差域の域は，二次元 

の領域及び三次元の空間を意味するが，この規格での 

区間は，一次元のスケール的な間隔としての意味しか 

持たない．解説に書かれている「幾何公差の公差域に 

なるから」，「域に関する原語がないから」として， 

公差域をサイズ許容区間に変更しているが，これは間 

違いである． 

3.3. 技術用語の根拠軟弱な変更は認められない 

 比較的新しく定義された用語，例えば，サイズ形体 

やサイズ寸法などはそのままの用語でもよいが，サイ 

ズと結合した複合語の,例えば，図示サイズ→基準寸法， 

サイズ差→寸法差，サイズ許容区間→公差域などは， 

変更を認められない． 

3.4. 用語の誤訳と誤用 

 「ごく希」は規格にしてはならない原則がある．本

規格は寸法に関するものであり，幾何公差を踏まえた

はめあいに関する概念は持ち込むべきではない．ISO

にあってもJISでは取り扱わないで注記にすればよい． 

3.5. 間違った理解をしている 

改正規格の序文に，旧規格では，「形体のサイズに 

ついて標準的な当てはめ基準は，包絡の条件であった」

と指摘しているが，これは間違いで，寸法は二点測定

を原則とし，最大実体状態では包絡の条件が適用でき

ることを述べているだけで，包絡の条件を標準として

いない． 

 

4. 産業界の対応・教育界の現状 

産業界では，旧規格が業界規格・社内規格に同化され

ていることから難解な用語であっても，また,おかしな

日本語の用語であっても，それらによる影響はほとんど

ない状況である． 

一方，教育界では，不可思議な用語を用いたJISであ

っても，これに従うことが必定となっているため，学年

度ごとに学修した同じ定義の用語と整合できなくなり，

一つの意味に二つの呼び方が存在することになる．そし

て，難解な用語や文章は，理解できないだけで悪さはし

ない．困るのは，一般的に用語は一人歩きをする怖さで

ある． 

 

5. JIS規格の改正に関わる「抗空気罪」 

「空気を読めない」が「ＫＹ」という略語になって流行

語大賞にノミネートされたのは，2007年．あれから10年

余りで「空気」は「忖度」と言葉を換えて，さらに「同

調圧力」として根を張ったようにも見える． 

「空気で○○が決まると，責任を負う人がいなくなる」．

そうした結果の責任は誰が負うのか．そこに「空気」

の最大の問題がある．ひどい結果になったとき，会議

のメンバーが『あの空気では反対できなかった』と同

じことを言い，誰も責任を負わなくなる．誰も望んで

いないのに，とんでもない方向に進んでいく．いった

ん動きだすと，誰にも止められない．「空気」を受け

とめる人々の気持ちが「同調圧力」を形づくる．  

山本七平氏は著書「空気の研究」1）で,わが国には「抗

空気罪」という妖怪がいると指摘した．理性で間違って

いると分かっていても世の中の空気に逆らうことは難

しいという指摘．そのような空気のもとで規格の改正が

危機に陥る可能性は歴史の示すとおりである． 

 事実を見つめるのが怖いから目を背け，その結果問題

に正面から向き合わないからさらに不安になる．こうし

た不安を解消することは容易ではない．筆者らは「心配

なときは，とりあえず今日一日○○○○を良くするため

に何ができるか自分自身で考え，そして具体的に行動し

よう」と考えている．一人ひとりが自分自身で今日でき

ることを実行していくしかない．それが漂いつつある

「抗空気罪」という妖怪を阻む唯一の方法と思うのです． 

 

6. おわりに 

寸法の意味で単独使用されているサイズは寸法，サイ

ズ公差は寸法公差．産業界,教育界に定着したJISの用語

にする．確たる理由なくして変更してはならないと考え

る次第である． 
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